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おじいちゃん、おばあちゃんが見守る中、
こいのぼりを揚げる子どもたち
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,平
成
十
六
年
度
「
県
民
の
警
察

官
」
表
彰
を
受
け
た
今
帰
仁
交
番

所
長
の
村
吉
政
昇
さ
ん
（名
護
市

出
身
）
を
た
た
え
る
祝
賀
会
が
五

月
十
二
日
、
仲
宗
根
区
公
民
館
で

行
わ
れ
た
。

祝
賀
会
は
、
村
区
長
会
と
仲
宗

根
区
の
共
催
で
行
わ
れ
、
手
づ
く

り
の
料
理
と
区
民
の
余
興
で
村
吉

さ
ん
を
祝
福
。
仲
里
吉
徳
村
長
も

か
け

つ
け
、
村
か
ら
の
感
謝
状
を

目
田
闘
出
国
倒

攣
囲
隠
憫
膊
鴨
目
ｅ
圏
国
剛
劉
日
国
譲
圏
隠
旧
馬
閣
囲
鬱

Ь
▲

Ｇ
疇
鴎
閣
閣
臓
隈
国
霞

贈
呈
し
た
。

「
県
民
の
警
察
官
」
は
、
地
域
の

治
安
維
持
に
功
績

の
あ

っ
た
警

察
官
を
た
た
え
る
も
の
で
、
本
年

度
は
村
吉
さ
ん
を
含
め
県
内
で

四
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

村
吉
さ
ん
は
「今
回
の
表
彰
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
、
ド
ロ

ボ
ウ
も
敬
遠
す
る
よ
う
な
地
域

に
な
れ
ば
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
た
。

区
民
与区
長
会
が

村
雷
今
帰
仁
衰
督
長
を
祝
福

→

藝

四
月
二
十

一
日
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
（上

間
敏
雄
会
長
）
主
催
に
よ
る
こ
い
の
ぼ
り
掲

揚
式
が
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
。

今
年
は
、
仲
尾
次
、
仲
宗
根
両
保
育
所
の

三
十
七
名

の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
大
き

な
声
で
こ
い
の
ぼ
り
の
歌
を
歌

い
な
が
ら

大
空
に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
げ
た
。

上
間
敏
雄
会
長
は
「
健
康
で
、
心

の
や
さ

し
い
、
か
し
こ
い
子
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と

子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
、
デ
イ
ケ
ア
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
や
ん
が
子
ど
も
た
ち

に
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

ア
ー
側
宮
が
交
流
を

ｅ
●
●
●

ｏ

Ｏ
●

●
０
０

●
●

０
●

０
●
０
●

０
●

ｒ
，
　
　
４
ぉ
を
・／

＞
区
長
ら
と
歓
談
す
る
村
吉
交
番
長
（左
）
．

＞
気
の
合
う
仲
間
で
ゴ
ル
フ
を

楽
し
む
参
加
者
（１８
番
ホ
ー
ル
）

価
組
蓄
ヂ
ゃ
Щ
テ
イ
ー
ゴ
九
フ
大
会

●
●
●
０
●
０
●
●
０
０
●
０
●
●
０
０
●
０
●
●
０
●

開
か
れ
た
懇
親
会
に
は
多
く
の
参

加
者
が

つ
め
か
け
、
ゴ
ル
フ
談
議

に
花
を
咲
か
せ
た
。

今
大
会
に
も
多
く
の
方
々
の
寄

付
金
や
商
品
の
寄
贈
が
あ
り
、
収

益
金

の
六
十
万
円
が
文
化

・
ス
ポ

ー
ツ
子
ど
も
育
成
基
金
と
し
て
積

み
立
て
ら
れ
、
十
万
円
が
今
年
度

に
新
設
さ
れ
た
村
体
協
ゴ
ル
フ
部

に
寄
付
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

第
二
十
三
回
村
親
善
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
四
月
十
四
日
、

オ
リ
オ
ン
嵐
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

開
催
さ
れ
た
。

今
大
会
に
は
村
内
外
か
ら
百
八

十

一
名
が
参
加
。
早
朝
七
時
か
ら

コ
ン
ペ
が
ス
タ
ー
ト
、
気
の
合

っ

た
仲
間
同
士
が
和
気
あ
い
あ
い
と

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

村
Ｐ

ュヽ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
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生

川
上

宰
夫

功

一
九
二
九
年
九
月
四
日
生

湧
川
出
身

現
在
浦
添
市
議
会
議
長

山
紫
水
明
の
地
。今
帰
仁
で
生

ま
れ
た
こ
と
を
、
今
も

っ
て
誇
り

に
思
い
、
喜
ん
で
い
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

あ
の
恐
ろ
し
い
第
二
次
大
戦
時

は
五
～
六
歳
の
頃
で
し
た
。
マ
リ
ー

山
の
谷
底
で
、
頭
上
を
飛
び
交
う

艦
砲
射
撃
の
音
を
、
小
さ
な
体
を

も

っ
と
小
さ
く
し
て
振
る
え
な
が

ら
聞
い
た
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

湧
川
の
ム
ラ
ヤ
ー
と
そ
の
広
場

が
、
終
戦
後
、
初
の
学
校
で
、
昭
和

二
十
年
が
私
共
の
小
学
校

一
年
生

で
し
た
。

黒
板
も
、
教
科
書
、
帳
面
、
鉛
筆

も

一
切
な
く
、
先
生
の
手
作
り
の

黒
板
と
謄
写
版
で
刷
ら
れ
た

一
枚

一
枚
を
教
科
書
に
勉
強
が
行
わ
れ

ま

し
た
。

父
（川
上
佐
人
）
が
、
戦
前
か
ら

大
阪
に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、

中
学
二
年
に
上
阪
し
、
高
校
二
年

に
は
帰
郷
し
て
北
山
高
校
に
学
び

ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
に
は
、
地
域
、
村
民
、

そ
し
て
郷
友
会
の
皆
様
の
絶
大
な

ご
支
援
で
浦
添
市
議
会
議
員
に
初

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
五
期
（十

八
年
目
）
を
迎
え
て
、
議
長
に
推
挙

さ
れ
、
村
民
の
皆
様
の
ご
恩
に
報

い
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議
長
就
任
後
、
本
年
二
月
、
国
立

組
踊
劇
場
開
場
記
念

の
た
め
、
天

皇
皇
后
行
幸
啓
に
際
し
、
光
栄
に

も
両
陛
下
を
浦
添
市
役
所
で
お
迎

え
し
、
尚
且

つ
お
食
事
を
お
共
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

生
涯
の
思
い
出
と
し
て
心
に
深
く

刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

村
外
で
活
躍
す
る
村
出
身
の
方
々

を
紹
介
す
る
新
し
い
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
掲
載
し
て
ほ
し
い
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
役
場
企

画
振
興
課
ま
で
情
報
を
お
寄
せ

下
さ
い
。
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かを「夏
の
味
覚
を
全
国
に
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
今
帰
仁
郵
便
局
（親

川
恵

一
局
長
）
の
ふ
れ
あ
い
直
送

便
「
ス
イ
カ
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の
出
発

式
が
四
月
二
十
三
日
、
同
郵
便
局

の
構
内
で
行
わ
れ
た
。

出
発
式
で
「今
帰
仁
す
い
か
」
代

表

の
与
那
嶺
勉
さ
ん
は
「今
期
は

天
侯
に
恵
ま
れ
お
い
し
い
す
い
か

が
出
来
た
」
と
話
し
、
親
川
局
長
は

「村
特
産
品
の
お
か
げ
で
、
県
内
で

も
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
の
取
扱
い
量
が

多

い
郵
便
局
で
す
。
＞」
れ
か
ら
も

全
国
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

今
年
も
す
で
に
多
く
の
注
文
が

あ
り
昨
年
同
様
五
千
個
の
発
送
を

見
込
ん
で
い
る
。

＞
出
荷
作
業
に
追
わ
れ
る
漁
民

全国ヘ

＞
発
送
車
に
ス
イ
カ
を

積
み
込
む
関
係
者

旬
の
お
い
し
い
モ
ズ
タ
を
出
荷

古
宇
利
島
沖
合
い
で
養
殖
さ
れ
、

健
康
食
品
と
し
て
人
気
の
あ
る
も

ず
く
の
収
穫
が
四
月
初
旬
か
ら
始

ま
り
、
今
帰
仁
漁
業
協
同
組
合
で

は
漁
民
ら
が
出
荷
作
業
に
追
わ
れ

て
い
る
。

同
漁
協

の
も
ず
く

の
収
穫
は
、

四
月
か
ら
五
月
下
旬
ま
で
行
わ
れ
、

約
二
百
ト
ン
の
水
揚
げ
を
予
定
し

て
い
る
。

ま
た
、
県
産
も
ず
く

の
県
内
需

要
拡
大
（地
産
地
消
）
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
「
モ
ズ
ク
の
日
」
と
し
て

設
定
さ
れ
た
四
月
の
第
三
日
曜
日

（十
八
日
）
に
は
、
今
帰
仁
の
駅
「
そ

～
れ
」
の
店
頭
で
取
り
立
て
も
ず

く
の
特
別
販
売
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
今
帰
仁
漁
協
事
務
所
で

は
、
一二
キ
ロ
、
五
キ
ロ
、
十
八
キ
ロ

詰
め
の
塩
も
ず
く
を
販
売
し
て
い

Ｚや
。

ゆうパック」出発式
千六|エースイカ

今

帰

仁

漁

協
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北
山
回
想
（嬬
）畜
霧
いの記三
）

―
三
宅
賞
に
輝
く

中
村
　
日升
教
授
に
思
う
―

去
る
三
月
三
日
、
今
帰
仁
村

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に

於

い
て
、
第
三
十

一
回
地
球
化
学

研
究
協
会
学
術
賞
０
一宅
賞
）
に
輝

く
中
村
昇
教
授
の
受
賞
祝
賀
会
が

あ

っ
た
。
昇
教
授
は
本
村
字
運
天

の
出
身
で
あ
り
、
北
山
高
校
第
十

三
期
卒
業
生
で
あ
る
。
＞」
の
夜
は

村
長
は
じ
め
役
場
関
係
者
、
字
運

天
区
民
、今
帰
仁
中
、
北
山
高
校
時

代
の
同
期
生
を
中
心
に
三
〇
〇
名

程

の
人
々
が
集

い
、
ハ
本
場
は
ほ
ゞ

立
錐
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
の
賑
わ

い
を
見
せ
た
。
挨
拶
に
た

つ
た
昇

教
授
の
「育
て
て
く
れ
た
郷
里
の
人
々

へ
の
、
母

へ
の
感
謝
」
そ
し
て
少
し

控
え
め
な
が
ら
「
妻

の
内
助
に
対

す
る
感
謝
」
の
言
葉
が
、
髭
の
な
か

に
浮
か
び
上
が
る
優
し
い
眼
差
し

と
と
も
に
印
象
的
で
あ

っ
た
。

私
は
こ
の
会
に
先
だ

っ
て
、
新

装
成

っ
た
今
帰
仁
中
学
校
を
初
め

て
訪
ね
、
昇
教
授

の
中
学
生
に
対

す
る
講
演
も
拝
聴
し
た
。
中
学
生

に
対
す
る
講
演
は
初
め
て
と
い
う

昇
教
授
は
、
準
備
し
た
パ
ネ

ル
を

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写
す
る
中
で
天

底
小
、
今
帰
仁
中
、
北
山
高
と
順
次

生

い
立
ち
を
語

っ
た
。
苦
笑
ま
じ

り
に
母
親
の
「
勉
強
し
な
さ
い
」
の

話
が
私

の
気
を
引

い
た
が
、
一
見

ど
こ
に
も
有
り
そ
う
な
話
か
ら
「習

慣
付
け
ら
れ
た
こ
と

の
重
要
さ
」

そ
し
て
「
継
続
は
力
」
の
話
が
続
き
、

い
つ
隕
石
の
話
を
す
る
の
か
と
気

を
も
ん
だ
が
、
後
半

ロ
マ
ン
溢
れ

る
宇
宙
の
話
題
に
入

っ
て
そ
の
謎

が
解
け
た
。

「宇
宙
は
広
大
無
辺
、
星
空
に
何

億
光
年

の
果
て
に
夢
を
追
求
す
る

研
究

（を
す
る
人
）
も
あ
れ
ば
、
宇

宙
の
果
て
か
ら
飛
来
す
る
隕
石
に

内
包
す
る
元
素
の
分
析
を
通
し
て
、

そ
れ
ら
の
元
素
が
地
球
に
も
人
体

の
中
に
も
あ
る
こ
と
を

つ
き
と
め

る
（私
の
し
て
い
る
よ
う
な
）
研
究

も
あ
る
」
と
。
宇
宙
研
究

へ
向
け
て

の
極
大
、
極
小
の
そ
れ
ぞ
れ
の
道
、

そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
中
に
宇
宙

研
究
に
向
け
て
の
限
り
な
い
ロ
マ

ン
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
辿
る
険
し

い
道
程

…
・継
続
は
力

‥
こ
れ
は

き

っ
と
中
学
生
に
も
雰
囲
気
的
に

判
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
。

約

一
時
間
の
講
演
を
中
学
生
た

中村昇教授

|

運

天

政

一

ち
は
静
か
に
聞

い
て
い
た
。
宇
宙

の
究
極
を
研
究
す
る
第

一
人
者
と

な

っ
て
る
母
校

の
先
輩
が
、
パ
ネ

ル
を
素
材
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し

て
語
る
少
年
時
代
を
身
近
に
感
じ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
過
去
数
十
年
、

青
少
年
に
講
話
な
ど
幾
度
と
な
く

し
て
き
た
私
だ
が
、あ
ら
た
め
て
「初

め
て
中
学
生
に
語
る
」
昇
教
授

の

押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
第

一
人
者

の
風
格
に
圧
倒
さ
れ
た
。

さ
て
、
昇
教
授
は

一
九
七
五
年

三
月
「
コ
ン
ド
ラ
イ
ト
隕
石
中

の

希
土
類
元
素
存
在
度
の
地
球
化
学

的
研
究
欺
醐
文
で
東
京
大
学
か
ら

博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
が
、
そ

の
二
～
三
年
前
に
発
表
し
た
二
つ

の
論
文
が
脚
光
を
浴
び
、
今
日
に

至
る
も
多
く
の
研
究
者
に
よ

つ
て

引
用
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
三
一十

年
前
の
助
手
の
時
代
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
後
数
々
の
先
駆
的
、
国
際

的
に
評
価
の
高

い
研
究
を
続
々
展

開
し
て
、
昨
年
十
二
月
、
「
希
土
類

元
素
の
精
密
分
析
法
開
発
に
よ
る

宇
宙
化
学
的
研
究
」
で
三
宅
賞
受

賞
と
な

っ
た
。
私
に
は
希
土
類
元

素
も
隕
石
も
、
理
解
を
超
え
る
遥

か
彼
方

の
世
界
だ
が
、
地
球
化
学

的
研
究
で
博
士
号
を
取
得
し
た

一

学
者
が
三
十
年
を
経
て
宇
宙
化
学

的
研
究
で
授
与
さ
れ
る
三
宅
賞
が
、

如
何
に
権
威
あ
る
、
誉
れ
高

い
学

術
賞
で
あ
る
か
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
つ
い
つ
い
昇

教
授
と
書

い
て
き
た
。
そ
れ
は
半

世
紀
前

の
昇
少
年
を
紡
彿
さ
せ

る
か
ら
だ
。
昇
君

の
生
家
は
、
運

天
ク
ン
ジ

ヤ
ー
部
落

の
ほ
ゞ
中

央
に
あ
る
ア
ジ
マ
ー
を
挟
ん
で
、

私
の
家
の
斜
め
向
か
い
に
あ
る
。

私
が
北
山
高
校
の
代
用
教
員
時
代
、

我
が
隣
家
の
売
店
（昇
少
年
の
祖

母
が
常
々
店
春
を
し
て
お
ら
れ
た
）

に
顔
を
出
す
と
、
し
ば
し
ば
店
の

奥
に
チ
ョ
コ
ン
と
座

っ
て
、
笑
顔

の
眼
差
し
を
送
る
昇
少
年

の
姿

が
あ

つ
た
。

先
日
、
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
ご

母
堂

の
マ
ツ
さ
ん
と
お
話
を
す

る
機
会
が
あ

っ
た
。
「
小
学
四
年

生
ま

で
国
語
は
教
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
の
こ
と
。
や
は
り
、
＞」

の
母
に
し
て
こ
の
子
か
な
ど
と

勝
手
な
想
像
に
ぶ
け

っ
た
。
先
の

三
月
号
で
運
天
出
身

の

一
人
を

含
む
三
人
の
同
窓
に
つ
い
て
称
賛
・

激
励
す
る
記
事
を
書

い
た
が
、
今

度
は
も

っ
と
間
柄

の
近

い
後
輩

を
讃
え
る
記
事
が
書
け
た
こ
と

を
誇
ら
し
く
思
う
。
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第
五
十
五
回
沖
縄
選
手
権
大
会

兼
国
体
選
考
会
が
五
月
人
、
九
日

県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
、
村
選
手
が
大
活
躍
、
七
種

目
に
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

三
位
ま
で
の
入
賞
者
は
、
次
の

と
お
り

金

般
〉

▽
百
メ
ー
ト
ル

ニ
位
金
城
研
（村
役

場
）
十

一
秒

一
四

▽
三
百
メ
ー
ト
ル

一二
位
金
城
研
（村

役
場
Ｙ

一十
二
秒
三
〇

〈小
学
生

・
男
子
〉

▽
百
メ
ー
ト
ル
全

～
三
年
と

位
嘉

陽
至
（湧
小
三
年
）十
八
秒
七
二

▽
百
メ
ー
ト
ル
（四
～
六
年
と

位
嘉

陽
宗
貢
（湧
小
六
年
）十
四
秒
七
二

▽
千
五
百
メ
ー
ト
ル
（四
年
～
六
年
）

一
位
嘉
陽
宗
貢
（湧
小
六
年
）五
分

三
秒
五
八

〈小
学
生

・女
子
〉

▽
千
五
百
メ
ー
ト
ル
（四
～
六
年
ご
一

位
島
袋
愛
子
（Ｎ
Ａ
Ｃ
＝
今
帰
仁
ア

ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
兼
小
六
年
）五

分
四
十
三
秒
二
三

▽
走
り
幅
跳
び
（四
～
六
年
と

位
仲

宗
根
冬
美
（Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｈ
今
帰
仁
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
兼
小
六
年
ご
一メ
ー

ト
ル
八
三

同
好
会
、
職
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
十
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
第
三

十
七
回
村
野
球
大
会

（村
外
協
主

催
）
が
四
月
十
八
日
か
ら
村
運
動

公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。

二
十
八
日
、
ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
で

行
わ
れ
た
決
勝
戦
は
前
大
会
優
勝

チ
ー
ム
の
す
く
み
ち

マ
リ
ー
ズ
が

六
回
裏
に
二
点
を
先
取
し
、
必
死

む
! :i' F

I :| |ト

▲仲宗根冬美さん、島袋愛子さん (左 から) ▲嘉陽宗貢君、嘉陽至君 (左 から)

＞

四
度
目
の
優
勝
を
飾

っ
た

今
帰
仁
ジ

ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

≒―Ⅲ

四

月

一
日
、
北
部
地
域
の
五

十

一
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
、
い
こ

い
の
村
お
き
な
わ
杯
第
九
回
北
部

地
区
少
年
野
球
選
手
権
大
会
の
決

勝
戦
が
行
わ
れ
た
。

決
勝
は
、
今
帰
仁
ジ

ュ
ニ
ア
対

名
護
団
地
の
対
戦
に
な
り
三
回
裏

か
ら
得
点
を
重
ね
て
い
っ
た
今
帰

に
反
撃
す
る
琉
球
侍
を
振
り
切
っ

て
二
対
０
の
完
封
で
連
覇
を
飾
っ

た
。な

お
、
個
人
賞
は
次
の
と
お
り

殊
勲
賞

長
谷
川
佑

一
（す
く
み
ち
）

敢
闘
賞

新
城
恵
（琉
球
侍
）

打
撃
賞

一
位

内
間
将
二
（す
く
み
ち
）

二
位

安
里
卓
（琉
球
侍
）

仁
ジ
ュ
ニ
ア
が
六
対

一
の
大
差
で

熱
戦
を
制
し
て
四
度
目
の
優
勝
を

飾

っ
た
。

同
チ
ー
ム
は
七
月
下
旬
に
和
歌

山
県
で
開
催
さ
れ
る
第
九
回
高
野

山
旗
西
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

に
沖
縄
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。

ぢ
マ
リ
ー
ズ
が

で

ｒ
翻

側
露
は
Ａ
Ｑ

皓
皓

二

一，
ｒ

，

四
Ｅ
日
の
崇
冠

＞

完
封
で
連
覇
し
た

す
く
み
ち
マ
リ
ー
ズ
チ
ー
ム

一一

男
封

い
こ
い
の
村
お
き
な
わ
杯
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今
泊
区
の
仲
本
光
秀
さ
ん
０
ハ

十
七
歳
）
が
こ
の
ほ
ど
日
本
陸
上

競
技
連
盟
の
Ｓ
級
公
認
審
判
員
（終

身
第

一
種
）
の
資
格
を
取
得
し
、
同

連
盟
か
ら
委
嘱
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た

。
国
民
体
育
大
会
、
郡
大
会
な
ど

多
く
の
陸
上
競
技
大
会
の
審
判
員

を
務
め
、
審
判
員
歴
が
二
十
六
年

．

と
い
う
仲
本
さ
ん
は
、
「審
判
員
の

役
割
は
大
き

い
の
で
、
今
後
も
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

妊
産
婦
や
乳
幼
児

の
生
活
、
健

康
に
つ
い
て
訪
問
相
談
や
助
言
指

導
を
行
う
母
子
保
健
推
進
員
の
仲

宗
根
担
当
が
小
渡
宏
子
さ
ん
か
ら

新
城
ゆ
か
り
さ
ん
に
代
わ
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本年も7月 1日から社会を明るくする運動が行われます。

この運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯

した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場におい

て力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全

国的な運動です。本県でも稲装恵―沖縄県知事が県実施委

員会の委員長となり、様々な活動が行われます。

＞

今
後
も
頑
張
り
た
い
と
話
す

仲
本
光
秀
さ
ん

】Ｉ

工
百
Ｈ

二
暫
巨

Ｒ
昼

百
Ｈ

４
〕
霞

Я
ａ
ｖ
ｒ
・

代
わ
る

錦
比

ザ

∴

Υ

欝

推

尊

望
電
機
熱
醸

▲新城ゆかりさん

今
泊
区
の
仲
本
魂

母 子 保 健 推 進 員 伴成16年向
担 当地 区 氏  名

1 今  泊 新 城 副 子

2 ,白 仲 本 多津子

3 兼  次 玉 城 千亜樹
4 諸  志 仲 村 智 子

5 与 那 嶺 上 間 るみ子

6 仲 尾 次 曽 銘 廣 美
7 崎  山 仲 里 喜美子

8 平  致 仲 里 多鶴子

9 越  地 玉 城 須嘉子
10 謝  名 鈴 木 江美子
11 仲 宗 根 新 城 ゆか り

12 仲 宗 根 外 間 春 美
13 玉 ・ 呉 曽 間 なり子
14 玉 ・ 呉 玉 城 香 月
15 湧  川 仲宗根 志津子

16 天   底 久 田 友 江
17 勢 理 客 大 城 朋 子
18 渡 喜 仁 照 屋 正 子

19 上 運 天 上 原 芳 枝
20 運   天 兼 次 優 子

21 古 宇 利 平 田 千枝美

佐渡山豊ライデコンサート0こ羽岳
～乙羽岳・森のお祭り～  6月 26日0

Opp9 ToTest 5to呼」
乙羽の森から眺めてみませんか、ふるさと今帰仁を

乙羽の森で語ってみませんか、ふるさと今帰仁を
ふるさと再発見 ! 乙羽の森の物語

(1)乙羽の森からのメッセージ            (2)応 、るさと再発見「今帰仁の自然」写真展
26日 (上)17:30 メッセージセレモニー        26日 (土)27日 (日 )バ ンガローにて展示

(森のィヾザールオープン)  (3)乙 羽の森散策ガイ ドツアー 60分  ※要予約
17:40 いまじん太鼓            27日 (日 )09:OO～ 17:00   (有料¥職 ,000)

18:OO 佐渡山豊、源天 ライプコンサート

★ 出店・バ ザ ー・ボ ランカ アスタッフ募 集   *≧
盤員瞑考窪舞壱筐びFt端

乙`BB岳入り口に臨時駐車場を設置し

お問合せ:NPO法人今帰仁ふるさとネットワーク 勾ド 56‐2349・ 2268

「
オ ッパ  フ ォ レス ト ス トー リー
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7月 11日 は参議院議員総選挙の投票日
「あなたの清き 1票で明るい社会」

平成16年 7月 25日 に参議院議員が任期満了となります。

それに伴い、来たる7月 11日 (日 曜日)に参議院議員総選挙の投票を行うことになりました。

有権者の皆さんは、村選挙管理委員会から郵送された入場券により指定された投票所で投票して下さい。

お問い合わせは村選挙管理委員会へ  電話 56-2101(内線401)

はかり史算月オ食査のおタロらせ

期 日:平成16年 7月 15日 (木 )

午前11:00～午後3:00
場 所 :今帰仁村保健センター

☆対象となるはかり
,商品の売買に使用するはかり
,病院、薬局などで使用している調剤用のはかり
。学校、保育所などで使用している身体検査用のはかり
,農林水産物の売買、出荷のために使用するはかり

※ただし、家庭用と表記されているはかり、取引又は証明
に用いられないはかりについては対象外です。

※種類、ひょう量によって検査手数料が異なります。

詳 しくは

沖縄 県計量検定所

村役場 企画振興課

空1  098‐ 889‐2775
盗 56‐ 2101(代表)

村には皆様の様々な悩みにお答えするための

相談窓口があります。相談は無料で秘密は

守られます。お気軽にこ相談下さい。

◎法律相談

(相談員)玉 城嵩男 弁護士

◎行政相談

(相談員)非斤垣  侃  a56-3148
◎人権相談

(相談 員)謝 花勝子  空〔56-2716
-輪 ~茂

穂  金 56-519フ
新城  元  a56-3640
上 間悦子  金 56-3254

平成 16年フ月21日 (水)午前 10時～午後3時
村コミュニティセンター

き

ろこ

と

と

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

+

I内脚総理大臣名の書状を贈呈します1

く長編アニメーション映画〉

いのちの地球

舛 オキシンの1夏

請求期限は、平成17年 3月 31日 までです。
Ψ ハ Ψ ハ ψ ハ Ψ ″

先の大戦で戦地等に派遣され戦時衛生勤務に服

された旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従 x
軍看護婦の方々 (慰労給付金受給者を除く)とこ対して、

その御労苦に報いるため内閣総理大臣名の書状を x
贈呈してお ります。

なお、請求期限は、平成17年 3月 31日 までです。  X
御本人または御家族などからの御連絡をお待ち

しております。                 X

主 催 :今帰仁村社会福祉協議会

日 日寺:平成 16年 7月 3日 (土 )午前 10時～

場 所 :◆帰仁村コミュニティセンター ホール

入場料:1人 500円 (小学生以上)

(大人 子ども同一料金)

Ｖ
∧

　

　

ｖ
入

[請求用紙]

請求用紙は、村役場福祉課の窓口に用意してあります。

(次のところに直接問い合わせても可。)

【問合せ先】

〒100-8926 東京都千代田区霞が関2-1-2

中央合同庁舎 2号館 8F
総務省大臣官房管理室 業務担当

電話 03-5253-5182(直 通 )

FAX 03-5253-5190

今帰仁村役場 福祉課 赤十字担当まで

電話 56-4189

X

X

X

X

X

村で l」〔、国民健康保険の且力成により、様々な健康
づ <り 事業を実施 していまずが、事業に協力で

きる看護師を募集 しています。健康づ <り に興

味がある方 lよ どなたでも構いません。一緒 |こ 渚

動 してみませんか ?

内 容/訪間指導、健康相談 その他

週 3日 程度
8寺 間、l醒 日については相談のうえ決定

〇間い合わせ免 :今帰仁村保健 センター

金 (56-1234)
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ι卜な とき′言...

口民年と0
保隕料免除制度

www.nenkin.gO.jp

0 0

国民年金は20歳から加入し、60歳までの40年間、保険料の納付が必要ですが、所得の減少や失業等で経済

的に保険料の納付が困難な場合には、本人の申請によつて国民年金保険料の納付を免除する制度があります。

※任意加入被保険者は、保険料免除制度は適用されません。

鳥 保膜科免除制度には、

i と

があります。
ガヽ

保険料の全額 (13,300円 )を免除するものです。

免除された期間は、年金を受給するための受給資格

期間には算入されますが、年金額は保険料全額を納

めたときと比べて3分の1として計算されます。

苔

保険料の半額を免除し、残りの半額 (6,650円 )を

納付していただくものです。半額免除された期間は、

年金を受給するための受給資格期間には算入され

ますが、年金額は保険料全額を納めたときと比べ

て3分の2と して計算されます。

※なお、半額免除を受けた期間で、

半額の保険料を納めない場合|よ

「未納期PBヨ

士
」となり、その間の事

故や病気で重い障害が残つても

年金が支給されなしヽ場合があり

ますので、忘1■す納付することが

大切です。

0

免除された期間は、

年金額がそれぞれ

全額免除は1/3に、

半額免除は2/3と

なるのじやよ。

弓前年の所得 (1叉入)が少なく、保険料を納めることが困難な場合

宣 障害者または寡婦であつて、前年の所得が125万円以下の場合

3生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている場合

速 申請のあつた日の属する年度または前年度において、

●震災・鳳水害・火災その他これらに類する災害により、

被害金額が財産のおおむね2分の1以上である損害を受けたとき

0失業等により保険料を納付することが困難であると認めらイ1るとき

0事業体止または廃止により厚生労働省が実施する

離職者支援資金貸付制度による貸付金の交付を受けたとき

★保険料を納めていない期間を意1末 します。この期間は、受総資格期 Fロロ

や年金君置には反

'史

されません。
'よ

お、2年を津と又過した未納期F白弓について

は、a寺効により納めることができなくなります。

4の各事由による場合は、

申請の際にその事実を明らかにする

ことができる次の書類の添付が必要になります。
11失業の場合
雇用保険の「雇用保険受綸資格者証」ま
たは「離職票」の写し

〔Ⅲ離職者支援基金の賞付を受けた場合

「貸付決定通知書」の写し等

（
。

お

。

社 会 保 険庁

半額免除

半額免際

申 請 免 除 の 対 象 とな る 方

【
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風疹の予防接種は受け本したか? ″ 六始の差v「三日|よ しか」とも言われ、香先から初夏にかけて流行する病気。

11年ぶりに風疹が大流行する兆しが出てきたと異例の注意喚起が出されました。

乳幼児期にかかると比較的軽い発疹ですみますが、妊夕辰初期にかかると、先天性風疹症候群

(心臓奇形・難聴・白内障等…)の子どもが生れる確立が高くなります。

まだ接種を済ませていない方、受けたかどうか|よ つきりしない方|よ、予防接種を早めに受けましょう。

接種に関する問合せ|よ、村保健センター又|よ医療機関へお問合せ下さい。

村保健センター 盗 56-1234

お子さんの健やかな成長を支える |||littttil 罰
児童手当現況届は、毎年 1回すべての受給者自身が出す届

です。この届けは受給者の状況などを毎年 1回確認するため

の届けです。もしこの届けをださないと引き続いて受給資格

があっても、6月 以

降の手当の支払を受

けることがで きな く

な りますので、必ず

提出して下さい。

なお、届は右記の

日程で村役場福祉ぃ果

で受け付けますので、

健康保険被保険者証

のコピー (厚生年金

加入者のみ)と 印鑑

をご持参下さい。

※ご不明な点等、詳しいことは村役場福祉課・児童手当担

当までお問い合わせ下さい。 TEL 56-4189

蔭 囲翠 幽 重
家庭における生活の安全に寄与するとと

もに、次代の社会を担う児童の健全な育成

および資質の向上に資することを目的とし

て支給される手当です。

醸 賤 幾 財 磯 黙 轟
6歳未満 (6歳到達後最初の年度末まで)の児童を養育

している方で、前年 (1月 から5月 までの月分については

前々年)の収入が一定の額未満の場合に受けられます。

日 コ寺
午前 9時～午後 5時 まで
(年後12時～ 1時 を除く)

6月 15日

(火 )

今泊・兼次・諸志・与那嶺
仲尾次・崎山 。平敷・越地
謝名・仲宗根

6月 16日

(水 )

玉城・呉我山 。湧川・天底
勢理客・渡喜仁・運天
上運天・古宇利

※日時等の調整できますので、福祉課
児童手当担当までお問い合わせ下さい。

震薬の適正使用について
安全な震作物を作るために、震薬は以下のことを
守り正しく使用しましょう

農作物等に農薬を使用する場合は、次の事項 (農薬使用基準)を

守らなければなりません。

※農薬取締法により上記の使用基準を守ることが義務づけられ

ており、違反して農薬を使用し、その作物を食用及び飼料用と

して供 した場合は、最高で 3年間の懲役または100万 円以下の

罰金が科されます。

農薬使用の際に守るべき事はすべてラベルに表示されていま

すので、ラベルをよく読んで正しく使用しましょう !!

また、農産物の安全を証明するために、いつ、どこで、どんな農

薬を、どれだけ使用したのか、記中長しておきましょう。

農林水産省登録 第OOOOO号

適用害虫と使用方法

作 物 名 適用害虫名 希釈倍数(倍 ) 使用時期※ 総使用回数※

キャベツ コガネアオムシ 2000 7日 2

きゅうり

アブラムシ類 1000 前 日 2す い か

と ま と

※印は収穫物への残留回避のため、その日まで使用できる収種前の 日数と、

その本剤及びその有効成分を含む農薬の総使用回数の制限を示す。

農薬の使用に関する詳しい情報は、下記に問い合わせ下さい。
問い合わせ先 :

沖 縄 県 病 害 虫 防 除 所 TEL 098…886‐0227
北部農業改良普及セ ンター TEL 0980‐ 52‐2752

①その農薬に適用がある作物(その農葉が使用できる作物)

だけに使用する

②その作物に対して決められた使用量、濃度(希釈倍数)を守る

③使用する時期(散布してから収穫できるまでの日数)を守る

④総使用回数を守る
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題 特に汚れを残しやすい部分

汚れを残しやすしヽ部分

梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て
は
食
中

毒

の
多

い
季
節

で
す
。
日
本
に
お

け
る
食
中
毒
発
生
件
数
は
年
間
千

～
二
千
件

で
、
患
者
総
数
は
三
～

四
万
人
（死
者
数
五
～
十
人
）
。

原
因
別
で
見
る
と
細
菌
が
原
因

で
起
こ
る
も

の
が
多
く
、
九
割
以

上
を
占
め
て
お
り
、
原
因
菌
と
し

て
は
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
、
病
原
性
大
腸
菌
な
ど
が

一

般
的
で
す
。

食
中
毒
と

い
う
と
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
旅
館
な
ど
の
飲
食
店
で
の
食

事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
の
食
事
で

も
発
生
し
て
い
ま
す
し
、
発
生
す

る
危
険
性
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い

ま
す
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は
清
潔

に
し
て
汚
染
を
防
ぐ
、
細
菌
が
増

殖
す
る
前
に
調
理
し
て
食

べ
る
、

冷
却

で
細
菌

の
増
殖
を
防
ぐ
、
加

熱
す
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

す
な
わ
ち
、
細
菌
を
「
つ
け
な
い
」
、

「
増
や
さ
な
い
」
、
「
殺
す
」
が
食
中

毒
予
防
の
三
原
則
で
す
。

菌
を

つ
け
な

い
た
め
に
は
、
調

理
や
食
事
前
に
手
を
洗

い
ま
し
ょ

つゝ
。

０
手
洗

い
の
ポ

イ
ン
ト
●

①
石
鹸
を
使
う

菌
は
水
で
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
ま

せ
ん
。
手
が
荒
れ
な
い
、自
分
に
あ

っ
た
石
鹸
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

②
短
時
間
で
素
早
く

日
常
生
活
の
手
洗
い
で
は
、
皮

膚
表
面
の
菌
だ
け
を
落
と
し
ま
す
。

洗
い
過
ぎ
る
と
、
体
を
守
る
角
質

層
ま
で
洗
い
流
し
て
手
が
荒
れ
、

む
し
ろ
菌
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

１０
～

１５
秒
ほ
ど
の
時
間
で

素
早
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③
指
の
間
、
指
先
、
親
指
の
付
け
根

も
忘
れ
ず
に
！

手
洗
い
の
前
に
汚
れ
を
残
し
や

す
い
部
分
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
石
鹸
を

つ
け
て
す
ぐ
水
で
流

す
大
ざ

っ
ぱ
な
手
洗
い
で
は
、

☆
指
の
間
　
☆
手
の
ひ
ら
の
し
わ

☆
指
先
　
☆
親
指
の
付
け
根
に
汚

れ
が
残
っ
て
い
ま
す
。

細
菌

の
多
く
は
、

ｌｏ
℃
で
は
増

殖
が
ゆ

っ
く
り
と
な
り
、
マ
イ
ナ

ス
‐５
℃
で
は
増
殖
が
停
止
し
ま
す
。

冷
蔵
庫

で
は

ｌｏ
℃
以
下
、
冷
凍
庫

は

マ
イ
ナ
ス
ー５
℃
以
下
に
維
持
す

る
こ
と
が
目
安
で
す
。

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
を
詰
め
す
ぎ

る
と
冷
気
が
十
分
に
行
き
渡
り
ま

せ
ん
。
士
田
め
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
目
安
は
七
割
で
す
。。
‥

‥

Ｆ

一
　

　

　

る

一幌
嶋
乃
魔

日
詰
熱
ド
ド

″
０
●
０
●

殆
ど

の
食
中
毒
菌
は
、

７５
℃
で

５
分
も
加
熱
す
れ
ば
死
滅
し
ま
す
。

以
前
、
大
流
行
の
あ

っ
た
Ｏ
‐
１

５
７
は

７５
℃
以
上
で
１
分
以
上
加

熟
す
れ
ば
死
減
し
ま
す
。
し

っ
か

り
熱
を
加
え
て
食
中
毒
対
策
を
し

ま
し
よ
う
１
ま
た
、
ま
な
板
や
フ

キ
ン
な
ど

の
キ

ッ
チ
ン
用
品
は
、

一
度
洗
剤
で
洗

っ
て
か
ら
熱
湯
や

漂
白
剤
等
で
除
菌
す
る
と
殺
菌
の

効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

食
中
毒
は
簡
単
な
予
防
方
法
を

き
ち
ん
と
守
れ
ば
予
防
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
も
し
お
腹
が
痛
く
な

っ
た
り
、
下
痢
を
し
た
り
、
気
持
ち

が
悪
く
な

っ
た
り
し
た
ら
、
か
か

り

つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し

〓
下
し
ょ
つゝ
。

・ヽ .

こ
ん
な
こ
と
が
冷
蔵
庫
内
の
温
度
を

上
げ
て
い
ま
す

「●
メ

・ヽｉ∴一， 　一一一

式静・工，・・・・・

〔手の平】

汚イ孔を落とさたcRい まま消毒しても、

効き目|よ半減

懇
ろ
し
い
食
中
雷
の
実
態
は
？

ａ
中
吾
子
防
の
三
原
則

画
を
つ
け
な
い

面
を
増
や
さ
な
い

一

面
を
緞
す
！



月/水無月

○ゆいま―る事業 (与那嶺)

○リハビリ (13ЮO～ )

○離乳食実習 (1&30～ )

○操体法 (1000～  天底公民館)

○日本脳炎予防接種 (1230～ 1翫 00)

○県議会議員選挙

○区長会

○健康相談 (翫 30～ 1■ 30)

○ゆいま―る

○子牛共進会 (lG00～ )

:00～

○ゆいま―る事業 (呉我山)

○老人クラブ総会

○オープンウォータースイムレース大会 (13日 まで)

○ムラ・シマ講座 ○兼小PTAス ポーツ大会

○中体連夏季総体 (14日 まで)

○健康相談 (&30～ 1130)

○ゆいま―る事業 (運天)

○ リハビリ

○区長会 ○献血 ○健康相談 (&30～ 1130)

○デイケア (1300～ )

○ゆいま―る事業 (渡喜仁)

○国頭郡野球大会 (27日 まで)

○乙羽市ナイトバザー (1600～ 乙羽岳森林公園)

○古宇利小運動会 ○壮年ソフトボール大会

○健康相談 (&30～ 1130)

○リハビリ (1徴00～ )

○ウニ漁解禁

○麻しん予防接種 (1歩30～ 1翫 00)

○村PTAバレーボール大会

○区長会

○健康相談 (&30～ ■30)

○ゆいま―る事業 (与那嶺)

○リハビリ (13Ю O～ )

○歯科相談 (1翫 00～ )

『

7月 /文月

○牛セリ市 (lα30～ )○ リハビリ

○ゆいま―る事業 (古宇利 )

016才・3才児健診 (1翫00～ )

○ゆいま―る事業 (今泊)

○操体法 (lα00～ 天底公民館)

○健康ウォーキング(7ЮO～働00)

○今中PTAソ フトバレーボール大会

(13:00～ )

平
成
十
五
年
度
の
「あ
き
な
わ
の
電
木
百
選
」
に
認
定
さ
れ
た
与

那
嶺
区
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
横
に
あ
る
ア
カ
ギ
で
す
。

四
方
八
方
匠
伸
び
た
枝
が
木
陰
を
作
り
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
益
、
区
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

27日

13日

20日

ご

寄

付

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

○
嘉
手
納
マ
サ
子
さ
ん
（今
泊
三
二
〇
九
）
よ
り
夫
、
秀
三
様

の
香
典
返
し
と
し
て
三
万
円

第3回 沖縄今帰仁 饉泳競倒
オーフoンウォータースイムレいス大会

6月 12日 (土 )・ 13日 (日 )

個人種目 600m・ 1.3 km・ 2.5 km・ 3.8 km男 女
(古宇利横断泳)

団体種目 3,200mリ レー (800m× 4名)混合

今帰仁村ウッパマビーチ

今帰仁オープンウォータースイム実行委員会

リゾー トホテル  ベル・パライソ

《競技種目》

《開催場所》

《事 務 局 》

rrdttE‐ョ韮!苦 Ьゝコ

∞

〒905-0403今帰仁村字運天 1069

TEL.56-2767   FAX.51-5106
E― mailibelpara@mco,ne,ip
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区
民
の
健
康
維
持
並
び
に
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
十
八

回
仲
宗
根
区
民
運
動
会
が
四
月
二

十
五
日
、
村
運
動
公
園
で
に
ぎ
や

か
に
行
わ
れ
た
。

字
婦
人
会
長
の
玉
城
幸
子
さ
ん

が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行

っ
た
あ

と
、
幼
稚
園
児
や
小
、
中
学
生
に

よ
る
か
け

っ
こ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
の
種
目
に
汗
を
流
し
た
。

与
那
嶺
雄
源
区
長
は

「今
年
は

趣
向
を
変
え
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
で

の
運
動
会
に
な

っ
た
が
、
み
ん
な

で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
話
し
て
い
た
。

天
　
底
　
区

絶
好
の
運
動
会
日
和
に
な

っ
た

五
月
十
六
日
、
天
底
区
民
運
動
会

並
び
に
学
事
奨
励
会
が
天
底
小
学

校
で
行
わ
れ
た
。

開
会
式
で
田
港
朝
彦
区
長
は
、

「今
年
の
運
動
会
は
素
晴
ら
し
い

天
気
に
な

っ
た
。
お
も
い
っ
き
り

楽
し
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
を
激
励

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
親

子
リ
レ
ー
や
、
綱
引
き
、
障
害
物

リ
レ
ー
な
ど
多
彩
な
種
目
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
閉
会
式
の
前
に
は
学
事

奨
励
会
が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
児

童
生
徒
を
激
励
し
た
。

崎
山
区
の
青
年
会
（上
間
勉
会
長
）
が
太
鼓

エ
イ

サ
ー
の
資
金
造
成
を
目
的
に
、
五
月
二
日
、
同
区

屋
外
ス
テ
ー
ジ
広
場
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
い
た
。

旧
盆
に
は
、
太
鼓

エ
イ
サ
ー
で
区
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
同
区
青
年
会
が
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
会

場
に
は
区
内
外
か
ら
大
勢
の
方
々
が
詰
め
か
け
た
。

舞
台
で
は
同
区
民
の
外
、
村
内
の
青
年
会
、
北

山
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
な
ど
二
十
組
が
歌
声
を
披

露
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん

だ
。ま

た
ス
テ
ー
ジ
の
合
間
に
は
湧
川
青
年
会
が
エ

イ
サ
ー
を
披
露

し
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

上
間
勉
会
長

は

「皆
さ
ん
の

協
力
に
よ

つ
て

大
成
功
を
お
さ

め
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
年

の

七
月

ェ
イ
サ
ー

を
楽
し
み
に
し

て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
た
。
　

＞
会
場
を
沸
か
せ
た
北
山
高
駅
伝
部

▲全員が楽しんだグラウンドゴルフ

y fr‐す

―
i′ ■

▲「大玉転がし」で を流す老人会

ａ
■

■

撥崎山青年会が
一
フ

―シギ科―

春と秋の渡 りの季節に干潟や河口、河川などで見られる

旅鳥で、足が黄色く体のわりに足は短い。

岸辺でカニ等を捕らえると、振り落として足を取 り除

き胴の部分だけを丸飲みにします。
「ピューイ」、「ピピピピ」とよく通る声で鳴き、流木等

の高い所で休息します。

今帰仁で体力をつけると繁殖地のカムチャッカ半島

付近へと旅立ちます。

観察地 (海岸、河口、河川等)

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智 )

シリーズ今婦偉り勤雄 ち (b

キアシシギ

ナー トゥ


